
撮
影
場
所
：
中
田
地
区

「
棚
田
で
人
を
つ
な
ぐ
、
棚
田
が
時
代
（
と
き
）
を
つ
な
ぐ
」
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紀
美
野
町
が
発
注
す
る
物
品
製
造
等
及
び

役
務
提
供
に
係
る
競
争
入
札
に
新
た
に
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。紀

美
野
町
に
お
け
る
令
和
３
年
度
の
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
物
品
製
造
等
及

び
役
務
提
供
）
の
追
加
受
付
を
次
の
期
間
で

行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
提
出
様
式
は
企
画
管
財
課

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
競

争
入
札
参
加
資
格
申
請
の
追
加
受
付
は
町
内

業
者
に
限
り
ま
す
。

■
提
出
先　

企
画
管
財
課

■
申
請
書
宛
名　

紀
美
野
町
長

■
受
付
期
間

　

８
月
２
日
（
月
）
～
８
月
31
日
（
火
）

　

土
日
及
び
祝
日
は
除
く

生
石
高
原
の
麓
に
広
が
る
中
田
の
棚
田

は
、「
竜
王
水
」
を
水
資
源
と
し
６
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
棚
田
で
す
。
地
域
の
原

風
景
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
、
農
業
の
担
い
手
は
減

少
し
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
美
し
い
棚
田
の
自
然
と
農
業
文
化
を

次
世
代
に
残
し
た
い
」

そ
ん
な
思
い
を
も
っ
た
人
々
が
集
い
、
中

田
の
棚
田
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
加
え
て
令
和
元
年
、
棚
田
地
域
振

興
法
が
制
定
さ
れ
、
国
や
行
政
も
棚
田
を
核

と
し
た
地
域
の
振
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

棚
田
の
自
然
や
文
化
を
未
来
に
伝
え
る
た

め
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
棚
田
の
再
生
・

維
持
管
理
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
棚
田
を
通
じ
て
人
と
時と

代き

が
つ
な
が
る
」

そ
ん
な
未
来
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

小
川
地
域
棚
田
振
興
協
議
会

令
和
３
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審

査
申
請
（
物
品
製
造
等
及
び
役
務
提

供
）
の
追
加
受
付
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

「
中
田
の
棚
田
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
相
談
内
容

　

い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
に
お
け
る
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
心

配
ご
と
や
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
法
務
局

職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

■
期
間　

８
月
27
日（
金
）～
９
月
２
日（
木
）

ま
で
の
７
日
間

■
時
間　

８
時
30
分
～
19
時
ま
で

　

土
日
に
つ
い
て
は
10
時
～
17
時
ま
で

■
電
話
番
号

　
　

℡ 

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
２
‐
５
１
３
１

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
に
満
た

な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

の
５
年
間
、
引
き
続
き
国
民
年
金
を
毎
月
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。

■
以
下
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
が

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方

・
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給
を
受
け
て

い
な
い
方

・
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
保
険
料
納
付
月
数

が
40
年
未
満
の
方　

・
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
等
に
加
入
し

て
い
な
い
方

※
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
国
民
年
金
保
険

料
納
付
期
間
が
10
年
）
を
満
た
し
て
い
な

い
65
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
も
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

任
意
加
入
制
度
は
、
申
し
出
の
あ
っ
た
月

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

■
問
い
合
わ
せ　

　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　

℡ 

４
９
５
‐
３
４
６
２

■
受
付
時
間

　

８
時
30
分
～
17
時
ま
で
の
間

　
（
12
時
～
13
時
の
間
を
除
く
）

■
有
効
期
間　

　

６
か
月
間
（
10
月
１
日
～
３
月
31
日
）

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
１
３

か
ら
の
加
入
と
な
り
、
遡
っ
て
加
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
お
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
　

℡ 

４
４
７
‐
１
６
６
０
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人
権
擁
護
委
員
６
名
の
う
ち
１
名
が
、
７

月
１
日
か
ら
新
た
に
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
委
員
活
動
と
し
て
人
権
相

談
や
啓
発
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

継　

南
條
俊
樹

継　

村
畠
康
秀

継　

西
浦
民
子

継　

浦　

貴
子

継　

湯
上
章
夫

新　

中
野
卓
哉

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
３

紀
美
野
町
の
人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

12歳以上の町民の方にワクチン接種のご案内を送付しています。
コロナワクチン接種は、希望される方全員が接種できます。今後、まだ接種されていない方（接種を控えてい

た方や予約の申し込みをされていない方など）へ、個別案内をさせていただく予定です。
希望者は申し込み頂きますようお願い致します。
なお、制度では令和４年２月まで接種することは可能となっておりますが、ワクチンの供給状況により、町内

での接種が難しくなることがありますのでご理解願います。

ワクチン接種をした方は、新型コロナウイルスの感染症の発症を予防できると期待されていますが、ワクチン
を接種した方から他人への感染をどの程度予防できるかはまだわかっていません。まだワクチン接種を受けてい
ない方や接種できない方も多数おられ、ともに社会生活を営んでいくことになります。
　このため、引き続き、皆様に感染予防対策を継続していただくようお願いします。具体的には、三密をさけ、
マスクの着用、こまめな手洗い、消毒を実施していただくようお願いします。

新型コロナワクチン接種の予約が
お済でない方へ

新型コロナワクチン接種をされた方へ

■問い合わせ　
　コロナワクチン対策室
　℡ 0120-65-5670

■問い合わせ　
　コロナワクチン対策室
　℡ 0120-65-5670

試験区分 試験日 受付・案内配布開始日

一般事務職
10月17日（日） 9月1日（水）～ 9月15日（水）

消防吏員
※詳細については、9月広報にてお知らせします。また、新型コロナウイルス感染症の状況によっては、延期ま

たは中止される場合があります。

令和3年度の紀美野町職員採用試験実施予定 ■問い合わせ　総務課
　℡ 489-5912

お
詫
び
と
訂
正

7
月
号
の
か
ん
た
ん
減
塩
レ
シ
ピ
「
長

芋
と
オ
ク
ラ
の
梅
お
か
か
あ
え
」
に
長
芋

や
オ
ク
ラ
の
ぬ
る
ぬ
る
成
分
を「
ム
チ
ン
」

と
掲
載
し
ま
し
た
が
、
誤
り
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。　
　

植
物
の
ぬ
る
ぬ
る
成
分
は
、
日
本
に
お

い
て
長
ら
く
「
ム
チ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
に
お
い
て
、
ム

チ
ン
は
動
物
性
の
粘
液
物
質
を
指
し
、
植

物
の
成
分
で
は
な
い
事
が
わ
か
り
ま
し

た
。謹

ん
で
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０
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岩
橋
氏
・
前
氏
は
昭
和
62
年
海
南
保
健
所

の
栄
養
教
室
を
修
了
さ
れ
て
か
ら
、
平
成
２

年
の
旧
野
上
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
発

足
を
経
て
、
90
歳
の
今
日
ま
で
食
生
活
改
善

推
進
員
協
議
会
会
員
と
し
て
地
域
の
食
生
活

改
善
お
よ
び
食
文
化
の
継
承
の
担
い
手
と
し

て
健
康
づ
く
り
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
90
歳

を
迎
え
ら
れ
て
、
こ
の
功
績
に
対
し
て
、
全

国
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
よ
り
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
栄
誉
の
あ
る
受
賞

を
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

６
月
21
日
に
な
が
み
ね
農
業
協
同
組
合
様

よ
り
五
色
台
広
域
施
設
組
合
に
非
接
触
型
の

体
温
測
定
カ
メ
ラ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

な
が
み
ね
農
業
協
同
組
合
は
五
色
台
広
域

施
設
組
合
の
指
定
金
融
機
関
で
あ
り
、
長
年

の
取
引
が
あ
る
中
、
五
色
台
聖
苑
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
対
策
に
理
解
を
示
さ

れ
、
地
域
・
農
業
活
性
化
促
進
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
JA
グ
ル
ー
プ
の
自

己
改
革
並
び
に
大
会
決
議
で
あ
る
「
農
業
者

の
所
得
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地

域
の
活
性
化
」
の
完
遂
を
目
指
す
こ
と
で
、

JA
共
済
の
協
力
の
も
と
、「
く
ら
し
」
や
「
営

農
」
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
五
色
台
広

域
施
設
組
合
の
寺
本
管
理
者
は
、
来
苑
さ
れ

る
方
々
が
よ
り
安
心
し
て
施
設
を
利
用
し
て

頂
け
る
こ
と
と
な
る
と
謝
辞
を
述
べ
、
感
謝

の
意
を
表
し
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

五
色
台
広
域
施
設
組
合

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
５
０
５

全
国
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会　
名
誉
会
員
賞

岩
橋
ユ
リ
子
氏
、
前
佳
世
子
氏
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

な
が
み
ね
農
協
様
よ
り
非
接
触
型
体

温
測
定
カ
メ
ラ
５
基
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

７
月
１
日
、「
第
70
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

と
「
第
57
回
夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
」

を
連
携
さ
せ
て
、
一
つ
の
実
施
委
員
会
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
伝
達
式
に
は
、
地
域
で

犯
罪
や
非
行
防
止
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
、
紀
西
保
護
司
会
紀
美
野
分
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
青
少
年
育
成
委
員
会
の
皆
さ
ん

が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
同
実
施
委
員
会
会
長
の
寺
本

町
長
が
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

が
、
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
で
実
現
で
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
。 

続
い
て
、
紀
西
保
護
司
会
紀
美
野
分
会
会
長

の
山
畑
雅
志
氏
が
和
歌
山
県
知
事
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
代
読
し
、
寺
本
町
長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
式
後
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
町
内
小
・
中

学
校
訪
問
や
公
用
車
に
よ
る
広
報
な
ど
の
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真左から　角谷代表理事専務　寺本管理者

写真左から　寺本町長　山畑氏

写真左から　寺本町長、岩橋氏、前氏
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普
段
は
忙
し
く
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
提
出
の
際
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
お
仕
事

に
つ
い
て
の
悩
み
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

８
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

３
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
い
な
ん 

　

職
業
紹
介
部
門

　
　

℡ 

４
８
３
‐
８
６
０
９

第
２
回
緊
急
事
態
宣
言
（
令
和
３
年
１
月

～
３
月
）
に
伴
う
飲
食
店
の
営
業
自
粛
等
に

よ
り
、
売
上
減
少
の
影
響
を
受
け
た
対
象
品

目
に
つ
い
て
、
次
期
作
に
前
向
き
に
取
組
む

農
業
者
に
対
し
て
、
資
材
の
導
入
や
土
づ
く

り
・
排
水
対
策
な
ど
の
取
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

■
対
象
品
目

　

メ
ロ
ン
、切
り
花
、香
酸
カ
ン
キ
ツ
（
じ
ゃ

ば
ら
、
ゆ
ず
、
す
だ
ち
、
だ
い
だ
い
、
ラ

イ
ム
、
レ
モ
ン
、
き
ん
か
ん
）、
つ
ま
も

の
類
、こ
ま
つ
な
、み
ず
な
、洋
ラ
ン
（
鉢

物
）

■
対
象
者

　

①
、
②
の
両
方
を
満
た
す
方

　

①
令
和
３
年
１
月
～
３
月
に
お
け
る
対
象

品
目
の
売
上
が
平
年
の
同
時
期
よ
り
落

ち
込
ん
で
い
る
こ
と
。

　

②
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
又
は
今
後

加
入
に
向
け
て
具
体
的
に
検
討
し
て
い

る
こ
と
。

■
補
助
金
額

　

10
ａ
あ
た
り
5.5
万
円

■
上
限
額

　

減
収
し
た
金
額
の
8
割
ま
で

和
歌
山
県
ひ
と
り
親
訪
問
支
援
員
に
よ
る

出
張
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
の
方
へ
の
支
援
制
度
の
ご
案
内

や
、
育
児
・
家
事
・
健
康
管
理
な
ど
生
活
一

般
に
係
る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
い
な
ん
の
臨
時
窓
口
を

設
置
し
ま
す
。

■
申
込
期
日

　

８
月
９
日
（
月
）
ま
で

詳
し
く
は
、
和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
込

み
）

■
問
い
合
わ
せ

　

紀
美
野
町
役
場
産
業
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
１

高
収
益
次
期
作
支
援
交
付
金
事
業

（
第
４
次
公
募
）
の
募
集
に
つ
い
て

和
歌
山
県
ひ
と
り
親
訪
問
支
援

事
業
出
張
相
談
の
ご
案
内

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

〈
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
〉

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
左
記
の

受
付
期
間
中
に
、
現
況
届
及
び
添
付
書
類
を

添
え
て
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保

健
福
祉
課
ま
た
は
、
美
里
支
所
住
民
室
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
制
限
等
で

現
在
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方
も
必
ず
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

児
童
扶
養
手
当

　

８
月
２
日
（
月
）
か
ら
８
月
31
日
（
火
）

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

８
月
12
日
（
木
）
か
ら
９
月
13
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

◇
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る

制
度
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。（
事

実
婚
は
除
く
）
※
事
実
婚
と
は
、
社
会
通

念
上
、
当
事
者
間
に
夫
婦
と
し
て
の
共
同

生
活
と
認
め
ら
れ
る
事
実
関
係
（
ひ
ん
ぱ

ん
な
定
期
的
訪
問
か
つ
、
定
期
的
な
生
活

費
の
補
助
な
ど
。
同
居
の
有
無
を
問
わ
な

い
。）
が
存
在
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
20
歳
未
満
で

身
体
や
知
的
ま
た
は
精
神
に
中
程
度
以
上

の
障
害
を
有
す
る
児
童
、
も
し
く
は
長
期

に
わ
た
る
安
静
を
必
要
と
す
る
病
状
に
あ

る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
、
も
し
く
は

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

相
談
く
だ
さ
い
。事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
時　

８
月
12
日
（
木
）
10
時
～
12
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

３
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０
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児童相談所は、都道府県、指定都市等が設置する機関で、子どもの健やかな成長を願って、ともに考え、問題
を解決していく専門の機関です。育児、里親、ヤングケアラー※など子どもの福祉に関する様々な相談を受け付
けています。

相談しやすい環境整備をさらに進めるため、「児童相談所相談専用ダイヤル」の通話料が無料になりました。固
定電話のほか、携帯電話からの電話もつながります。
※ヤングケアラーとは、家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家

族の世話、介護などを日常的に行っている18歳未満の子どもをいいます。
なお、虐待相談については、児童相談所虐待対応ダイヤル「１８９（いちはやく）通話料無料」までご相談く

ださい。
また、紀美野町子育て世代包括支援センターこころ（９９６０）では、妊娠・出産・育児のさまざまな疑問・

悩み・相談に応じます。℡４８９－９９６０まで、お気軽にご相談ください。

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、実情を踏まえた生活の
支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金を支給します。

■給付額　児童１人につき５万円

■対象者　次の①か②のいずれかに該当する方
　①　令和3年4月分の児童手当または特別児童扶養手当の受給者のうち、令和3年度分の住民税均等割が非課税

である方
　②　18歳に到達する年度末までの児童（障害児は20歳未満）を養育している方のうち、次のどちらかに該当す

る方
　　　・①以外で、令和3年度分の住民税均等割が非課税である方
　　　・新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、住民税均等割非課税の水準となった方
　※令和３年４月～令和４年２月末までに生まれた新生児や、新たに養育することになった児童も対象となります。

■申請について
　①の方
　　支給を受けるための申請は不要です。対象者には、紀美野町から6月下旬に支給に関するお知らせを送付し

ています。
　　要件に該当するにもかかわらず、紀美野町からのお知らせが届かない場合は、保健福祉課までご連絡くださ

い。
　②の方
　　支給を受けるためには、次のとおり申請が必要です。
　　・申請窓口　保健福祉課・美里支所住民室
　　・申請期限　令和４年２月28日（月）
　　・申請書類　町ホームページからダウンロードいただくか、窓口で配布します。

■詳細については、町ホームページをご確認いただくか、お問い合わせください。

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親
以外の世帯分）について

「児童相談所相談専用ダイヤル」の無料化について
0120－189－783（いちはやく・おなやみを）

■問い合わせ　保健福祉課
　℡ 489-9960

最寄りの児童相談所に
つながります
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毎月
第１水曜日
９～ 11時

予約制

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

毎
週
水
曜
日　

９
時
～
11
時

　

８
月　

４
・
11
・
18
・
25
日

　
（
★
４
日
は
後
期
高
齢
者
の
た
め
の
栄
養

相
談
を
同
時
開
催
し
ま
す
。）

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

保
健
師
等
が
健
康
に
関
す
る
ご

相
談
に
の
り
ま
す
。
健
診
結
果
の
説
明
、

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
骨
密
度
測
定
、
イ

ン
ボ
デ
ィ
（
体
成
分
）
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん

の
体
重
測
定
や
授
乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
管
理

フ
ァ
イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

★
後
期
高
齢
者
栄
養
相
談
が
始
ま
り
ま
す
！

　

75
歳
以
上
の
方
向
け
に
、
管
理
栄
養
士
が

食
事
に
関
す
る
ご
相
談
に
の
り
ま
す
。
ご

希
望
に
よ
り
自
宅
訪
問
も
可
能
で
す
。
お

気
軽
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

野
山
に
生
息
す
る
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ

と
で
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
、
ダ
ニ

媒
介
脳
炎
、
日
本
紅
斑
熱
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病

な
ど
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
シ
ャ
ツ
の

裾
は
ズ
ボ
ン
の
中
に
、
ズ
ボ
ン
の
裾
は
靴

下
の
中
に
入
れ
る
。

・
帽
子
や
手
袋
、
首
に
タ
オ
ル
を
巻
く
な
ど
、

肌
の
露
出
を
少
な
く
す
る
。

・
サ
ン
ダ
ル
は
避
け
、
足
を
完
全
に
覆
う
靴

を
は
く
。

・
マ
ダ
ニ
を
見
つ
け
や
す
く
す
る
た
め
、
明

る
い
色
の
服
を
着
る
。

※
屋
外
活
動
後
は
入
浴
し
、
マ
ダ
ニ
に
咬
ま

れ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時
の
対
処
法

・
無
理
に
引
き
抜
く
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
体

内
に
残
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関

（
皮
膚
科
な
ど
）
で
処
置
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

・
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
、
数
週
間
程
度
は

体
調
の
変
化
に
注
意
し
、
発
熱
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

「
マ
ダ
ニ
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い

健
康
推
進
員
だ
よ
り

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

安
心
！　

み
ん
な
の
総
合
相
談
窓
口

子
育
て
・
健
康
・
障
害
・
福
祉
・
介
護
な

ど
様
々
な
支
援
を
行
う
相
談
機
関
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　
　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

　
　
　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
　

℡ 

４
８
９
‐
２
４
３
０

　
　
　
（
時
間
外
の
緊
急
時
）

７
月
７
日
・
12
日
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
の
特
定
健
診
と
、
が
ん
検
診
の
受

診
を
よ
び
か
け
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
動

木
南
交
差
点
で
実
施
し
、
健
康
推
進
員
10
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
町
の
特

■
９
月
１
日
（
水
）

・
Ｊ
Ａ
な
が
み
ね
野
上
支
店

　

10
時
～
11
時
15
分

※
そ
の
日
の
健
康
状
態
や
服
薬
な
ど
に
よ

り
、
献
血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
48
時
間
は
献

血
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

４
８
９
‐
９
９
６
０

【マダニ】

紀
美
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

紀
美
野
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
こ
ろ（
９
９
６
０
）」

定
健
診
の
受
診
率
は
33
・
８
％
で
、
目
標
値

の
45
％
に
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

紀
美
野
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

（
40
～
74
歳
）
は
、
年
に
１
度
、
無
料
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他
の
保
険

に
加
入
の
方
は
、
職
場
で
案
内
さ
れ
る
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

が
ん
検
診
は
40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
町
民

の
方
が
受
診
で
き
ま
す
。（
※
子
宮
頸
が
ん

検
診
の
み
20
歳
以
上
の
女
性
）

保
健
・
福
祉
だ
よ
り

健康推進員のみなさん
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ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム　

 
14
時
30
分
～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

４
日　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞　

11
日　

休
み

18
日　

休
み

25
日　

ド
ミ
ノ
で
遊
ぼ
う

○
成
人
式
の
ご
案
内

オリオンクラブは、９人制ママさんバレーのチームです。
もちろん試合は、ママさんしか出場できませんが、練習は、

老若男女、学生や未婚者など、いろんな人が参加し、笑いあり、
笑い泣きありで（笑）、楽しく運動しています。

練習は、毎週土曜日20時頃から、紀美野町スポーツ公園体育
館で行っています。
　経験者、大歓迎！！
そうでない方も大丈夫です！
　そろそろ体を動かしたいと
思っているそこのママさん！
ぜひ一度、見に来てください！！

─ わが町サークル ─
「オリオンクラブ」

■
日
　
　
　
時

　
令
和
４
年
１
月
９
日
（
日
）

　

受
付
13
時
～
13
時
20
分

　

開
式
13
時
30
分
～

■
場
　
　
　
所

　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
神
野
市
場
２
１
７
番
地
）

■
対
　
象
　
者

　

平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま

れ
た
方
。
該
当
す
る
方
に
は
、
12
月
を
め
ど
に
案
内
は
が

き
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課　

℡ 
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
５

※
現
時
点
で
は
開
催
の
予
定
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
り
、
内
容
等
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の

た
め
、
会
場
内
に
家
族
席
等
を
準
備
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

式
典
の
様
子
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
内
ホ
ワ
イ
エ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
て
モ
ニ
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
　
　
時　

８
月
18
日
（
水
）
13
時
00
分
～
15
時
30
分

■
場
　
　
所　

文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ワ
イ
エ

■
主
　
　
催　

よ
み
き
か
せ
「
ほ
た
る
」

■
共
　
　
催　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

■
内
　
　
容　
「
読
み
聞
か
せ
」
と
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
」

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
す
い
と
う

■
対
　
　
象　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

■
募
集
人
数　

10
名
（
先
着
順
）

■
そ
の
他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に
よ
り

　
　
　
　
　
　

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み　

８
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

ほ
た
る
の
よ
み
き
か
せ
２
０
２
１

　
　
　
　
　
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
作
ろ
う
！
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齢と
し

重
ね
替
り
果
て
た
る
人
の
世
の

　
　
　

変
わ
ら
ぬ
儘ま

ま

の
山
や
ま
眺
む　
　
　

小
根
田　

牧
子

ベ
ラ
ン
ダ
に
今
を
出
番
と
橙だ

い

色だ
い

の

　
　
　

凌の
う

霄ぜ
ん

花か
づ
ら

夏
を
彩
る　
　
　
　
　

滝
垣
内　

嘉
代
子

梅
雨
寒
の
足
の
痛
み
に
お
び
え
つ
つ

　
　
　

励
む
リ
ハ
ビ
リ
梅
雨
明
け
を
待
つ　
　

横
出　

圭
子

ヒ
メ
シ
ヤ
ガ
の
薄
紫
に
咲
き
満
ち
て

　
　
　

孫
住
む
谷
間
夏
匂
い
初そ

む　
　
　
　

梶
谷　

美
瑳
子

合ね

歓む

は
咲
き
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
こ
の
峡
は

　
　
　

青
葉
輝
き
夏
の
匂
い
す　
　
　
　
　
　

寺
岡　

幸
子

陰い
ん

陽よ
う

の
心
交こ

う

互ご

の
日
々
な
り
き

　
　
　

こ
れ
も
齢よ

わ
いの
弱
さ
と
思
い
ぬ　
　
　

西
佐
古　

祐
子

喜
ば
れ
行
く
先
の
あ
り
梅う

め

漬つ

け
る　
　
　
　
　

今
野　

昭
子

副
反
応
無
き
老
体
や
帰
り
梅
雨　
　
　
　
　
　

前　
　
　

廣

ワ
ク
チ
ン
の
気け

だ
る怠
さ
消
え
ず
冷ひ

や
そ
う
め
ん

素
麺　
　
　
　

浦　
　

貴
子

そ
れ
ぞ
れ
に
定
位
置
の
あ
り
三さ

ん
じ
ゃ
く
ね

尺
寝　
　
　
　

山
本　

隆
之

腕
組
み
を
し
て
二
階
か
ら
植
田
か
な　
　
　
　

上
中　

史
子

歌　
の　
小　
道

ふれあいサロン展示（中央公民館２階）
文化協会に加入し活動している「きみの幸工房陶芸

倶楽部」の作品を展示しています。
個性豊かな作品ぞろいです。

※
10
月
末
ま
で
の
展
示
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

大
阪
の
町
奉
行
所
役
人
で
、
高
名
な
陽
明
学
者
で
も
あ
っ

た
大
塩
平
八
郎
が
、
飢
餓
に
苦
し
む
大
阪
町
民
を
よ
そ
に
米

の
買
占
め
を
す
る
豪
商
や
、
幕
府
の
腐
敗
無
策
ぶ
り
に
怒
っ

て
挙
兵
し
た
の
が
、
世
に
言
う
「
大
塩
の
乱
」
天
保
八
年

(

一
八
三
七)

二
月
一
九
日
の
こ
と
で
す
。
内
部
の
裏
切
り
も

あ
っ
て
、
ク
ー
デ
タ
ー
は
一
日
で
鎮
圧
さ
れ
ま
す
が
、
幕
府

は
周
辺
へ
の
波
及
を
恐
れ
、
高
野
山
で
も
大
塩
一
派
の
逃
げ

込
み
を
警
戒
す
る
よ
う
領
内
に
通
報
を
発
し
た
の
が
六
日
後

の
二
五
日
、
毛
原
庄
に
は
二
七
日
の
朝
、
指
名
手
配
の
「
回

文
」
が
到
着
し
て
い
ま
す
。

後
世
「
義
の
人
」
と
い
わ
れ
教
科
書
に
も
載
っ
て
い
る
大

塩
平
八
郎
さ
ん
も
、
こ
の
回
文
で
は
「
大
坂
表
放
火
乱
妨
致

し
候
悪
徒
も
の
」
つ
ま
り
「
大
阪
で
放
火
し
暴
れ
ま
わ
っ
た

悪
者
」
と
な
っ
て
お
り
、「
や
つ
ら
は
い
つ
な
ん
ど
き
高
野

山
領
内
に
逃
げ
込
ん
で
く
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
怪
し
い
も

の
を
見
た
ら
す
ぐ
村
役
人
ま
で
申
し
出
よ
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。人
物
評
価
に
は
何
百
年
も
か
か
る
と
い
う
実
例
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
も
う
ひ
と
つ
の
興
味
は
、
高
野
山
の
情
報
シ
ス

テ
ム
で
す
。
平
八
郎
は
市
内
に
潜
伏
中
三
月
二
七
日
発
見
さ

れ
自
殺
し
ま
す
が
、
高
野
山
は
三
〇
日
に
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

領
内
に
配
信
し
、
指
名
手
配
を
解
除
し
ま
す
。
毛
原
庄
に
は

四
月
二
日
に
回
文
が
到
着
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
大

阪
の
出
来
事
は
五
、六
日
で
高
野
山
領
内
に
知
れ
渡
る
シ
ス

テ
ム
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

た
の
が
こ
の
「
回
文
」
で
す
。

こ
の
「
回
文
」
と
い
う
の
は
高
野
山
発
の
回
覧
板
で
、
あ

ら
ゆ
る
通
達
は
こ
の
回
文
ル
ー
ト
に
の
せ
て
各
村
に
配
信
さ

れ
ま
す
。
村
々
は
そ
の
つ
ど
回
文
の
内
容
と
到
着
時
間
、
さ

ら
に
次
村
へ
の
申
し
送
り
時
間
を
書
き
留
め
ま
す
。
そ
の
上

で
い
ち
早
く
原
文
を
次
の
村
へ
回
し
ま
す
が
、
歩
い
て
持
っ

て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
高
野
か
ら
毛
原
、
さ
ら
に
神
野
庄

か
ら
真
国
へ
回
覧
さ
れ
、
最
後
の
村
か
ら
高
野
山
へ
返
送
さ

れ
る
ま
で
五
日
か
ら
一
〇
日
く
ら
い
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。

伊
都
、
那
賀
方
面
も
数
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
て
同
時
回
覧
し
た

の
で
、
早
け
れ
ば
一
週
間
前
後
で
全
高
野
山
領
内
に
情
報
が

行
き
渡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

毛
原
丹
生
神
社
の
古
文
書
に
よ
る
と
、
こ
の
天
保
八
年
に

は
年
間
三
〇
回
ほ
ど
回
文
が
来
て
い
ま
す
。
こ
の
回
文
を
書

き
と
め
た
冊
子
が
「
回か

い

文ぶ
ん

留ど
め

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
ご
先

祖
の
く
ら
し
を
知
る
お
も
し
ろ
い
史
料
で
す
。

森
下　

誠　

著　
　
「
美
里
む
か
し
が
た
り
」
か
ら

大
塩
平
八
郎
の
指
名
手
配

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
七
十
三

（
訂
正
と
お
詫
び
）

７
月
号
掲
載
の
中
浴
昭
江
さ
ん
の
作
品
で
、（
わ
が
内

に
生
き
続
け
い
る
若
き
妹
薔
薇
の
花
や
も
今
な
お
咲
き

て
）
に
お
い
て
「
続
け
い
る
」
が
「
続
け
て
い
る
」
と
な
っ

て
お
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

山や
ま

城じ
ろ

へ
老
い
た
る
者
を
誘
ふ
夏　
　
　
　
　
　

薮
田　

洋
子

　

歴
史
を
と
ど
め
た
山
城
。
そ
の
場
所
に
惹
か
れ
る
の
は
老

い
た
る
ゆ
え
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が
ら
坂
を
登
っ
て

ゆ
く
。
玉
の
汗
を
拭
き
な
が
ら
。
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～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】　　
小
林　

泉
輝　
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
１
０
０
冊
】　　
神
谷　

星
奈　
（
下
神
野
小
２
年
生
）

【
２
０
０
冊
】　　
井
岡　

ほ
の　
（
こ
う
の
こ
ど
も
園
）

【
１
6
０
０
冊
】　
谷
坂
し
え
り　
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
白
鳥
と
コ
ウ
モ
リ
」　　
　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾　

著

「
ク
ラ
ラ
と
お
日
さ
ま
」　　
　
　

カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ　

著

「
ス
マ
ホ
脳
」　　
　
　
　
　

ア
ン
デ
シ
ュ
・
ハ
ン
セ
ン　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
コ
ロ
ナ
と
潜
水
服
」　　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田
英
朗　

著

「
コ
コ
ロ
屋
つ
む
ぎ
の
な
や
み
」　　
　
　

梨
屋
ア
リ
エ　

作

「
か
け
る
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
ぺ
こ
め
が
ね　

著

☆
皆
さ
ん
の
絵
画
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。(

敬
称
略)　
　

■
展
示
期
間　

10
月
末
ま
で　
　
　
　

■
展
示
場
所　

【
役
場
本
庁
】

(

き
み
の
こ
ど
も
園)

い
し
と
こ
う
き
・
は
や
し
さ
ほ
・
ま
え
べ
や
あ
か
り
・

は
た
け
や
ま
え
み
か

(

野
上
小
学
校)

落
合
柚
登
・
田
中
絢
心
・
森
木
香
湖
・
太
田
日
翔 

(

小
川
小
学
校)

中
谷
友
俐
・
中
谷
有
寿

(

野
上
中
学
校)

新
谷
れ
お
な
・
武
部
慧
・
柏
本
涼
音
・
上
野
心
優
・
坂
口
巧

【
中
央
公
民
館
】

(
き
み
の
こ
ど
も
園)

く
ろ
に
し
ゆ
の
・
な
や
み
ず
は
・
い
け
じ
り
は
や
と
・

や
ま
も
と
い
つ
き

(

野
上
小
学
校)

清
水
香
帆
・
西
村
綾
音
・
西
鈴
香
・
本
田
結
唯
・
水
本
敬
仁
・

温
井
桃
歌
・
藤
井
塁
翔
・
増
田
理
沙

(

小
川
小
学
校)

奥
美
歌
・
大
谷
健
斗
・
坂
口
太
一
・
西
隂
地
彩
可

(

野
上
中
学
校)

東
幸
奈
・
中
谷
吾
友
都
・
岡
本
知
紘
・
寺
田
誉
・
辻
太
一
・

中
谷
利
於
・
中
西
史
弥
・
平
川
晴
樹
・
前
部
屋
光
稀
・

曲
谷
明
音

【
美
里
支
所
】

(

下
神
野
小
学
校)

中
浦
廉
乃
・
上
中
結
月
・
土
井
光
・
前
田
蓮

図
書
室
だ
よ
り

児
童
生
徒
絵
画
展
示

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

(

こ
う
の
こ
ど
も
園)

も
り
も
と
な
つ
き
・
た
に
ぐ
ち
た
く
む

(

下
神
野
小
学
校)

塚
田
晃
太
郎
・
助
野
楓
子
・
神
谷
星
奈
・
谷
口
瑠
以
登

(

美
里
中
学
校)

岡
本
芽
衣
子
・
中
西
羽
唯
・
南
苺
花
・
鞍
歩
夢
・
浜
田
梨
凜

閉
館
日

　

役
場
本
庁
及
美
里
支
所　

土
・
日
・
祝
日

　

中
央
公
民
館　
　

火
・
祝
日
（
日
曜
祝
日
は
そ
の
翌
日
）

　

文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

月
・
火

図書除菌機が入りました。
中央公民館と文化センター図書室に本の除菌機

を設置しました。
図書除菌機は、紫

外線を使って本を除
菌し、本に風をあて
てページの間にはさ
まったゴミやにおい
を取る機械です。

除菌機のご使用を
希望される場合は、
職員までお声がけく
ださい。

☆七夕に願いを☆
今年も大きな七夕飾りにたくさんの短冊をつけてくれました。

皆さんの願いが叶いますように・・・
・早くコロナが終息しますように
・じいじとばあばにあいたい
・オリンピック無事にできますように
・せがおおきくなりますように
・字がきれいになりますように
・オオクワガタがとれますように
・ピアニストになりたい
・みんな元気にすごせますように
・健康でいれますように
・ダンスがうまくなりますように
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日々、生徒会活動を活発にするために、３年生を中心と
する執行部や専門委員長達は様々な企画を立案し実行して
います。５月の新入生歓迎のレクリエーション３種（ドッ
ジボール・かくれんぼ・宝探し）では、執行部が全ての段
取りをするのでなく、専門委員会がそれぞれのパートを分
担し取り組みました。宝探しの景品は、執行部の新発想、
生徒会長のサイン入りブロマイドです。ずいぶんと脚光を
浴びました。

次は、iPadを使って「僕らの青春フォトコンテスト」を
開催。学校生活のキラリと光る１枚を募集。この企画の目
的は、来客や保護者の方に、私たちがどのような活動、学
校生活を送っているかを紹介するためと位置づけされてい
ます。これまでにない企画、これからも期待しています。

さてあいさつ運動では、単独の委員会では寂しいので他
の委員会とコラボして活動しています。人数が多いとやり
がいもあるようで、「おはようございます」の声も大きく
聞こえてきます。園芸委員会では、昨年度末に花壇アート
をつくり、今は校内の木や花にプラカードを付ける作業を
行っています。

他の委員会も紹介しきれませんが活動してくれていま
す。企画した時点でいくつもの委員会を巻き込みながら担
当を分担、そして発想の転換と、これは生徒会の働き方改
革ともいえるでしょう。５月末には、よりよい野上中学校
にするための生徒総会が開かれました。生徒会活動の活性
化、全校総動員でがんばっています。

今回はリニューアルオープンに伴う既存建物内
の改修についてご紹介します。大規模工事に伴う
休館中、月の館内に授乳室を新たに設けました。
ロビーからトイレへ続く旧来の通路の壁や倉庫を
取り払い多目的トイレ前に新たな空間を確保し、
そこを授乳室としました。小さな空間ながら内装
にこだわり、また利用したくなるような仕掛けを
用意しました。まず、壁紙を天文台周辺によくみ
られるクローバーの柄とした落ち着いた空間の中
に、調光可能な星形の照明を設置。室内にはお子
様が興味を持ちやすらげるよう、月の館にちなん
でウサギと星のウォールステッカーを貼って仕上
げました。おむつを交換するのに丁度良い長椅子
や、片手でも開けやすい引き戸など、保護者の方
が安心・安全に利用していただけるよう様々な気
配りを形にしています。

このほか、車いすの方がより利用しやすいよう
に多目的トイレを引き戸化、月の館・星の塔内の
傷が目立つようになった建具を研磨・塗装し、新
品同様にレストアするなど、新築建物とのバラン
スをとれるよう、職員一丸となって改修作業を行っ
てきました。

天文台だより
「既存建物の改修」

　研究員　硲間　拓郎

学校だより
『生徒会活動の活性化』

紀美野町立野上中学校

今
年
の
第
16
回
紀
美
野
町
文
化
祭
は
、
紀
の
国
わ

か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１
の
地
域
文
化
発
信
事
業
、

障
害
者
交
流
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭

２
０
２
１
（
第
36
回
国
民
文
化
祭
・
わ
か
や
ま

２
０
２
１
、
第
21
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
わ

か
や
ま
大
会
）
が
、
令
和
３
年
10
月
30
日
（
土
）
～

11
月
21
日
（
日
）
の
23
日
間
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、

和
歌
山
県
内
各
地
で
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
程　

10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

31
日
（
日
）

　
　
　
　

11
月
１
日
（
月)

■
場
所　

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー

※
募
集
等
の
詳
細
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
内

容
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
）

第
16
回
紀
美
野
町
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

（
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１
）
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
」

今
年
も
７
月
７
日
の
七
夕
に
ち
な
み
、
町

内
の
各
こ
ど
も
園
で
「
防
火
七
夕
祭
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
の
皆
さ
ん
は
「
火
遊
び
し
ま
せ
ん
」

「
火
の
用
心
」
な
ど
の
防
火
の
誓
い
や
、「
ア

イ
ド
ル
に
な
り
た
い
」「
ス
ケ
ボ
ー
に
乗
っ

て
、
宇
宙
ま
で
い
っ
て
み
た
い
」
な
ど
将
来

の
夢
を
書
い
た
た
く
さ
ん
の
短
冊
や
笹
飾
り

を
飾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

短
冊
で
彩
ら
れ
た
笹
は
、
消
防
署
の
玄
関

に
飾
り
、
来
署
さ
れ
た
方
や
付
近
住
民
の

方
々
へ
の
防
火
広
報
に
貢
献
し
て
く
れ
ま
し

た
。

6月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 27（3） 0 27（3）

一 般 負 傷 7（1） 0 7（1）

交 通 事 故 0　　 0 0　　

そ の 他 5　　 0 5　　

合 計 39（4） 0 39（4）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

蜂
さ
さ
れ
に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が

短
時
間
で
全
身
に
激
し
く
現
れ(

ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク)

、
生
命
が
危
険
な
状

態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
は
、
早

け
れ
ば
５
分
以
内
、
大
部
分
は
30
分
以
内
に

発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
じ
ん
ま
し

ん
、
嘔
吐
、
発
熱
、
血
圧
低
下
、
喉
の
違
和

感
、
息
苦
し
さ
、
意
識
障
害
等
様
々
な
症
状

救
急
コ
ー
ナ
ー　
「
蜂
さ
さ
れ
」

電
気
器
具
の
安
全
な
取
扱
い
に
つ
い
て

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習

電
気
器
具
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

使
用
者
の
不
注
意
や
誤
っ
た
方
法
に
よ
り
使

用
し
た
場
合
は
、
火
災
に
繋
が
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
電
気
器
具
を
使
用
す
る
際
は
、

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
理
解
し
、
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
電
気
器
具
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

①　

必
要
に
応
じ
て
点
検
を
実
施
す
る
。

②　

電
気
器
具
は
、
正
し
く
使
用
す
る
。

③　

使
用
し
な
い
と
き
に
は
、
差
し
込
み
プ

ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
こ
と
。

④　

危
険
な
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
こ
と
。

⑤　

差
し
込
み
プ
ラ
グ
に
付
着
し
た
ほ
こ
り

等
は
取
り
除
く
こ
と
。

⑥　

傷
ん
だ
コ
ー
ド
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

が
み
ら
れ
ま
す
。

蜂
に
さ
さ
れ
た
後
、
症
状
が
現
れ
た
場
合

は
で
き
る
だ
け
早
く
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
症
状
が
複
数
出
た
場
合
は
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
に

至
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
直
ぐ
に
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
救

命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

きみのこども園

消防署 こうのこども園



8月

６月の人口の動き（令和３年６月１日～ 30日）　転入6人　転出13人　出生2人　死亡17人

総人口　8,405人（−22）［男 3,915人（−11）女 4,490人（−11）］
世帯数 4,162世帯（−5）　　紀美野町面積　128.34㎢

2021.813

紀美野町の人口
【令和３年６月末現在】

（　）内は前月比

行事名 日　時 開催場所 問い合わせ先（073）

移動町長室 27 日（金） 美里支所
住民室 495 − 3471
総務課 489 − 5912

行政相談 19 日（木）
13 時～ 15 時

中央公民館 総務課 489 − 5912
美里支所 住民室 495 − 3471

障害者巡回相談　要予約 18 日（水）
10 時～ 11 時 30 分 総合福祉センター

野上厚生病院相談支援事業所
療育センター AOI
障害者相談支援事業所らん

489 − 2908
483 − 0454
488 − 6314

こども園開放

11 日（水）・25 日（水）
10 時～ 11 時 きみのこども園

保健福祉課 489 − 9960
4 日（水）・18 日（水）
10 時～ 11 時 こうのこども園

「野いちごの会」による絵本の読み聞かせ 16 日（月）10 時 30 分～

総合福祉センター
子育て支援センター 489 − 6700

クラフト教室 19 日（木）10 時～ 12 時
カンガルー教室

（生後 3 か月～ 1 年 6 か月まで）
25 日（水）
9 時 30 分～ 11 時

コアラ教室（プール遊び）
（生後 1 年 6 か月～入園まで）

10 日（火）
9 時 30 分～ 11 時 30 分

育児相談 随時 希望される方法に
て相談を受けます

犬・猫の飼い方講習会
2 日（月）・8 日（日）
14 日（土）・22 日（日）
28 日（土）　11 時～

動物愛護センター 動物愛護センター 489 − 6500

クリニック（健康診断書発行）要予約 23 日（月）
9 時 30 分～ 10 時 30 分

（受付）

海南保健所 海南保健所 482 − 0600

性感染症検査　肝炎ウイルス検査 要予約
検便（腸内細菌検査）　予約不要
こころの健康相談
要予約

18 日（水）・23 日（月）
13 時 30 分～

骨髄バンクドナー登録検査
要予約

23 日（月）
10 時 30 分～ 11 時 30 分

エイズ即日検査　要予約 23 日（月）17 時～ 19 時
医療安全相談 月曜日～金曜日（祝日を除く）

行事・相談のお知らせ

　町では、下記のとおり会計年度任用職員の募集をしています。

募集職種 勤務場所 募集人数 月給 受付期間 問い合わせ先

事務補助業務 本庁総務課 １名 141,387円 8月10日（火）まで 総務課
℡489-5912

　※会計年度任用職員から常勤職員への切り替えは一切ありません。また、次回の任用更新は確約されていません。
■予定任用期間　令和３年９月１日～令和４年３月31日まで
■選考方法　書類選考・面接試験
■その他、詳しい情報はHPをご覧ください。

紀美野町会計年度任用職員の募集について ■問い合わせは下記へ
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か レん シた ピ

　今回使ったみょうがや大葉
だけでなく、しょうが、ネギ、
山椒、とうがらし、ニンニク、
パセリ、三つ葉、わさび、カレー
粉などの香味野菜・香辛料を
使うことで、薄味でもおいし
く食べることができます。

材料（2人分）

高血圧予防のための

野菜たっぷり　香り冷しゃぶサラダ

ひとくちコラム作り方

①　鍋に湯を沸かし、豚肉を１枚ずつゆでる。ザルに
あげ、流水で粗熱を取り、冷ます。

②　みょうがと大葉は千切りにし、豆腐、他野菜は食
べやすい大きさに切る。ナスは湯がいて、水にさ
らしてから水気をきる。

③　盛付けをする。冷蔵庫で冷やすとより一層おいし
くなります。

8月は経済産業省主唱の「電気使用安全月間」です。
　電気は大変便利なエネルギーですが、取り扱いを誤ると感電や火災の原因になり
ます。電気事故をなくすため、毎年8月に「電気使用安全月間」運動が全国一斉に
行われています。今年の重点テーマは、
●電気はムダなく安全につかいましょう。
●自家用設備の電気事故は、適切な保守点検と計画的な更新で防ぎましょう。
●地震、雷、風水害などの自然災害にそなえ、電気の安全に努めましょう。
みなさん、日頃から電気安全を心がけてください。

[食塩相当量1.0ｇ/1人分]

豚肉（しゃぶしゃぶ用） ..........200ｇ
みょうが ..................................... 2個
大葉 ............................................ 3枚
レタス ......................................... 2枚
豆腐、キュウリ　　適量トマト、ナス
市販ドレッシング

ドレッシングを作る場合
しょうゆ ..............大さじ1/2
酢 .........................大さじ1
ごま油 ..................大さじ2
塩 ......................... 少々（0.6g）
砂糖 ..................... 少々
ねぎ、しょうがのすりおろしなど

ん


